
 

 

 

 

 

 

＞Introduction                                                                                       

・猫の慢性腎臓病（CKD）において高リン血症は負の予後因子としてよく知られている。 

・また、上皮小体ホルモンや血清線維芽細胞増殖因子 23(FGF23)濃度の増加も予後因子として知られている。 

・近年、ヒトの領域では低マグネシウム（Mg）血症は腎機能低下のリスク因子であることが明らかになった。 

＜目的＞ 

高窒素血症の CKD猫における Mg濃度と予後ならびに FGF23濃度の関連性を評価すること 

＞Materials and Methods                                                                              

・1999年から 2013年までの間に来院した高窒素血症を伴う CKDの猫（IRISステージ 2-4） 

・尿比重<1.035で血清クレアチニン濃度（Cre）≧2mg/dl（2～4週間後も持続して 2mg/dl以上であること） 

・組み入れ症例は血清総 Mg濃度より、正常/高/低 Mg群の 3群に分類 

・総 Mg濃度と FGF23濃度/生存期間/CKDの進行との関連性を評価 

＞Results                                                                                             

・174頭中 20頭が低 Mg群、11頭が高 Mg群、残りが正常 Mg群であった。 

・高 Mg群のほとんどが IRISステージ 4であった。[Fig.S1] 

・低 Mg群の猫は正常 Mg群の猫と比べ有意に FGF23濃度が高かった。[Fig.S1] 

・また、IRISのステージ毎で解析しても低Mg群の方が有意に高かった。[Table4] 

・低 Mgおよび高 Mg血症は死亡リスクの増加に関連していた。[Fig.1, Table 5] 

・低 Mg群の猫において有意に高い割合で 12か月以内に CKDの進行が認められた。[Table 6] 

＞Discussion                                                                                          

・低 Mg血症は猫の CKDにおいて、FGF-23濃度の上昇および死亡リスクの増加と関連している。 

・しかし、CKDの独立した予後因子と考えるにはデータが不足している。 

・猫 CKDの予後判定の為、日常的な生化学検査に血漿 Mg濃度測定を加えるべき。 

・Mgが修正可能な予後因子であれば、CKD治療の新たな治療戦略となりうる。 

＞Review                                                                                             

・血漿 Mg濃度が独立した CKDの予後因子となるか、今後の研究が期待される 

・ヒトの知見と同様に Mgを制限することが FGF23の上昇ならびに CKDの悪化に寄与するのか検討すべき 

・尿結石のリスクや療法食の影響なども併せて検討が必要 
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Fig.1総 Mg濃度と生存期間 



 

Fig. S1: 総 Mg濃度と FGF23濃度との関連性 
 


